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最
近
、「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す

る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
は
、
環
境
問

題
の
解
決
を
目
指
す
た
め
の
資
金
調
達
の
手
段
で
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
わ
が
国
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
発

行
・
運
用
プ
ロ
セ
ス
は
自
主
規
制
の
枠
組
み
に
基
づ
い
て

お
り
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
解
決
す

る
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
法
制
化
が
考
え
ら
れ

る
。
本
稿
で
は
、
自
主
規
制
の
歴
史
、
先
行
す
る
欧
州
の

動
き
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
自
主
規
制
の
状
況
や
今
後

の
法
制
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

一
、
自
主
規
制
の
歴
史

　

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
は
、
環
境
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し

た
新
た
な
仕
組
み
の
債
券
で
あ
る
。
普
通
債
券
と
は
異
な

り
、
調
達
資
金
の
使
途
は
イ
ン
パ
ク
ト
（
環
境
改
善
効

果
）
の
見
込
ま
れ
る
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
限
定
さ

れ
る
。
こ
の
た
め
、PRI

（Principles for Responsi-

ble Investm
ent

）
に
署
名
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
家
に
と
っ

て
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
へ
の
投
資
を
行
う
こ
と
で
、
発

行
体
の
取
組
み
を
通
じ
て
環
境
課
題
の
解
決
や
持
続
可
能

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
市
場
の
現
状
と
法
制
化
に
つ
い
て久　
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子
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な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、

魅
力
的
な
投
資
対
象
と
な
り
得
る
。
こ
の
仕
組
み
の
な
か

で
は
、
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
ン

パ
ク
ト
が
ど
の
程
度
生
じ
る
の
か
、
つ
ま
り
イ
ン
パ
ク
ト

の
透
明
性
と
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

世
界
初
の
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
は
、
二
〇
〇
八
年
に
世
界

銀
行
に
よ
っ
て
起
債
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
民
間
金
融
機
関

や
企
業
な
ど
が
こ
れ
に
追
随
し
て
市
場
は
急
成
長
し
た

が
、
当
時
は
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
に
関
す
る
明
確
な
基
準
が

存
在
せ
ず
、
発
行
体
ご
と
に
「
グ
リ
ー
ン
」
の
定
義
が
異

な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
機
関
投
資
家
を
中
心
に
、
市
場

の
公
正
な
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
、
基
準
を
明
確
に
す

る
べ
き
と
の
機
運
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
な
か
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ
（
国
際
資
本
市
場
協
会
）
は
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
原
則
（
Ｇ
Ｂ
Ｐ
）」
を
公
表
し
た
。
Ｇ
Ｂ
Ｐ
は
、
グ

リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
適
格
性
と
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の

発
行
・
運
用
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
た
自
主
規
制
で
、
資
金

使
途
、
資
金
管
理
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
・
選
定
プ
ロ
セ

ス
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
四
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
「
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
イ
ン
パ
ク
ト
を

投
資
家
に
報
告
す
る
要
素
で
、
発
行
体
が
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
の
資
金
使
途
お
よ
び
予
想
さ
れ
る
環
境
イ
ン
パ
ク
ト
ま

た
は
ア
ウ
ト
カ
ム
を
最
低
で
も
年
一
回
以
上
報
告
す
る
こ

と
、
そ
の
際
定
性
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
と
可
能
で

あ
れ
ば
定
量
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
を
使
用
す
る
こ

と
な
ど
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
世
界
の
国
々
や
地
域
で
は
Ｇ
Ｂ
Ｐ
に
準
拠
し

つ
つ
自
国
の
実
情
に
合
わ
せ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が

進
み
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
二
〇
一
七
年
に
環
境
省
が

「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
開
し
た
。
ま

た
、
Ｇ
Ｂ
Ｐ
と
並
行
し
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
透
明
性
と
信

頼
性
の
確
保
の
た
め
に
、「
イ
ン
パ
ク
ト
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
調
和
の
と
れ
た
枠
組
み
を
目
指
す
ガ
イ
ダ
ン
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ス
文
書
」
も
公
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
は
、
発
行
体
が
資
金
調
達
に

よ
っ
て
達
成
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
投
資
家
へ
効
果
的
に
報

告
す
る
た
め
の
指
針
で
、
投
資
家
が
イ
ン
パ
ク
ト
を
適
切

に
評
価
で
き
る
よ
う
な
基
本
指
標
と
報
告
テ
ン
プ
レ
ー
ト

な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
以
降
、
Ｇ
Ｂ
Ｐ
お
よ
び
イ
ン
パ

ク
ト
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
は
、
透
明
性

の
向
上
や
情
報
開
示
の
推
進
を
図
る
た
め
、
現
在
に
至
る

ま
で
継
続
的
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

二
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
法
制
化
の
動
向

　

Ｅ
Ｕ
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
原
則
（
Ｇ
Ｂ
Ｐ
）
と
の
整

合
性
を
図
り
つ
つ
、
さ
ら
に
厳
格
で
標
準
化
さ
れ
た
自
主

規
制
と
し
て
「
Ｅ
Ｕ
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
基
準
（
Ｅ
Ｕ 

Ｇ

Ｂ
Ｓ
）」
を
策
定
し
た
。
同
時
に
、
こ
れ
を
法
的
に
制
度

化
す
る
た
め
の
「
Ｅ
Ｕ
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
規
則
（
Ｅ
Ｕ 

Ｇ
Ｂ
Ｒ
）」
も
策
定
し
、
い
ず
れ
も
二
〇
二
四
年
一
二
月

に
発
効
し
た
。
法
制
化
の
目
的
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
市

場
の
透
明
性
と
信
頼
性
を
高
め
、
持
続
可
能
な
投
資
を
促

進
す
る
と
共
に
、
投
資
家
保
護
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
あ

る
。
Ｅ
Ｕ 

Ｇ
Ｂ
Ｒ
は
、
発
行
体
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ 

Ｇ
Ｂ
Ｓ

へ
の
適
合
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
適
合
す
る
か

否
か
を
発
行
体
自
ら
が
任
意
で
選
択
で
き
る
枠
組
み⑴

で
あ

る
。

　

発
行
体
が
Ｅ
Ｕ 

Ｇ
Ｂ
Ｓ
適
用
を
選
択
し
た
場
合
、

E
SM

A

（E
uropean Securities and M

arkets 

A
uthority

：
欧
州
証
券
市
場
監
督
機
構
）
に
よ
り
認
証

さ
れ
た
外
部
審
査
機
関
が
、「
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
」
に

基
づ
く
審
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
と
は
、
発
行
体
が
調
達
資
金
を

充
当
し
て
取
組
む
経
済
活
動
が
環
境
的
に
持
続
可
能
で
あ

る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
た
め
の
Ｅ
Ｕ
の
統
一
的
基
準
で

あ
る
。
発
行
体
は
、
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
に
基
づ
き
環
境
改
善
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に
関
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
、
予
め
定
め
ら
れ
た
指
標
を
用

い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
部
審
査
機
関
の
レ

ビ
ュ
ー
は
発
行
前
と
発
行
後
で
実
施
さ
れ
る
た
め
、
投
資

家
に
と
っ
て
報
告
さ
れ
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
透
明
性
と
信
頼

性
が
大
幅
に
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
家
に
と
っ
て
、
Ｅ
Ｕ 

Ｇ
Ｂ
Ｓ
へ
の
適
合

は
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
を
防
止
す
る
有
効
な
手
段

と
な
る
と
同
時
に
、
投
資
資
金
が
環
境
改
善
に
ど
の
よ
う

に
貢
献
し
て
い
る
か
を
明
確
に
把
握
で
き
る
指
標
と
な

る
。
こ
の
結
果
、
投
資
判
断
に
お
い
て
効
率
的
な
銘
柄
間

比
較
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
が
受
託
者
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
つ
ま
り
、
投
資
家
保

護
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
透
明
性
と
信
頼
性
の
確
保
に
寄
与
す

る
。

　

一
方
の
発
行
体
に
と
っ
て
Ｅ
Ｕ 

Ｇ
Ｂ
Ｓ
へ
の
適
合
は
、

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
透
明
性
と
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
利
点
が
あ
る
も
の
の
、
適
合
に
伴
う
コ
ス
ト
負
担

が
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
Ｅ
Ｕ 

Ｇ
Ｂ
Ｓ
に
適
合
し

な
い
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
を
起
債
す
る
こ
と
は
引
き
続
き
可

能
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
調
達
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

三
、
わ
が
国
の
自
主
規
制
の
状
況

　

わ
が
国
に
お
け
る
自
主
規
制
は
、
有
効
に
機
能
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
セ

ク
タ
ー
に
分
類
さ
れ
る
複
数
の
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
対
象
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
報
告
さ
れ

る
指
標
や
そ
の
単
位
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
期
間
や
タ
イ
ミ

ン
グ
、
開
示
方
法
、
集
計
方
法
は
、
統
一
性
に
欠
け
て
い

た
。

　

例
え
ば
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
指
標
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

も
の
に
は
、
年
間
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
、
Ｃ
Ｏ
２
換
算
ト
ン
の

温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排
出
の
年
間
削
減
量
、
エ
ネ
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ル
ギ
ー
使
用
量
、
取
得
し
た
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
、
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

等
の
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
認
証
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
指
標
は
い
ず
れ
も
、
上
述
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
付
属
書
一
別
表
（
グ
リ
ー
ン
リ
ス
ト
）
に
お

い
て
イ
ン
パ
ク
ト
（
環
境
改
善
効
果
）
を
算
出
す
る
際
の

具
体
的
な
指
標
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
発
行
体
ご

と
に
異
な
る
指
標
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
銘
柄
間
の
比
較

は
困
難
を
極
め
る
。

　

ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
の
開
示
方
法
に
つ
い
て
上
場
企
業
を

比
較
す
る
と
、
発
行
体
の
Ｈ
Ｐ
上
（
Ｉ
Ｒ
や
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
関
連
情
報
）、
統
合
報
告
書
な
ど
発
行
体
に

よ
っ
て
異
な
り
、
デ
ー
タ
を
効
率
的
に
収
集
す
る
こ
と
を

妨
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
直
近
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
み
を
開

示
し
時
系
列
デ
ー
タ
を
提
供
し
な
い
事
例
や
、
Ｃ
Ｏ
２
換

算
ト
ン
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
算
定
に
使
用
し
た
プ
ロ
ト
コ

ル
を
明
示
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
る
。
加
え

て
、
投
資
対
象
の
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
稼
働
し
て

間
も
な
く
債
券
が
償
還
を
迎
え
る
ケ
ー
ス
で
は
、
イ
ン
パ

ク
ト
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
殆
ど
行
わ
れ
な
い
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
投
資
家
は
発
行

体
が
開
示
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
デ
ー
タ
の
収
集
や
集
計
を
効

率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
自
ら
の
投
資
資
金
が
環
境

改
善
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
市
場
は
、
初
期
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
市
場
拡
大
を
阻
害

す
る
可
能
性
の
あ
る
過
度
な
規
制
や
報
告
義
務
を
導
入
せ

ず
、
自
主
規
制
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
柔
軟
性
を
重
視
し
た

施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
現
状
の
イ
ン
パ
ク
ト
レ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
な
か
に
は
上
述
の
よ
う
な
課
題
が
あ

り
、
投
資
家
は
受
託
者
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
わ
が
国
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
市
場
に
お
け
る
自

主
規
制
は
、
実
質
的
に
は
機
能
し
て
い
な
い
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か
。
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四
、
わ
が
国
の
規
制
の
方
向
性

　

上
記
の
状
況
が
影
響
し
て
い
る
の
か
、
足
元
わ
が
国
グ

リ
ー
ン
ボ
ン
ド
市
場
の
成
長
に
は
成
熟
化
の
兆
し
が
み
ら

れ
る
。
環
境
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
市
場
の
持
続
的
な
成
長
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
法
制
化
の
検
討
が
必
要

と
な
ろ
う
。

　

Ｅ
Ｕ
が
策
定
し
た
Ｅ
Ｕ 

Ｇ
Ｂ
Ｒ
は
導
入
か
ら
日
が
浅

い
た
め
、
そ
の
効
果
や
起
債
へ
の
影
響
を
検
証
す
る
に
は

時
間
を
要
す
る
が
、
法
制
化
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
大
い
に

参
考
に
な
る
。
日
本
に
お
い
て
法
制
化
を
導
入
す
る
場

合
、
ま
ず
は
規
制
枠
組
み
の
構
築
が
重
要
に
な
る
。
特

に
、
枠
組
み
の
基
盤
と
な
る
外
部
審
査
機
関
を
認
証
す
る

監
督
官
庁
の
設
立
、
わ
が
国
の
統
一
的
基
準
と
な
る
「
日

本
版
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
」
の
策
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

監
督
官
庁
に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
あ
る
い
は
環
境
省
を

監
督
機
関
と
す
る
こ
と
が
実
現
可
能
な
選
択
肢
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
日
本
版
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
の
策
定
に
は
、
膨

大
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本

版
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
は
、
わ
が
国
固
有
の
産
業
構
造
に
適
合

す
る
よ
う
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
同
時
に
国
際
的

な
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
と
の
調
和
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
版
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
の
策
定
方
法
や
そ
の
時
期
は
今

の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
策
定
に

お
い
て
基
盤
と
な
り
得
る
の
が
上
述
の
「
グ
リ
ー
ン
リ
ス

ト
」
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
リ
ス
ト
は
、
二
〇
二
三
年
度
に

環
境
省
に
設
置
さ
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
リ
ス
ト
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、
国
内
外
の
市
場
や

技
術
の
動
向
な
ど
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
定
期
的
に
更
新
・

改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
日
本
版
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー

の
策
定
に
こ
の
グ
リ
ー
ン
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
の
か
、
あ
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グリーンボンド市場の現状と法制化について

る
い
は
活
用
し
な
い
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
基
準
や
プ
ロ

セ
ス
に
基
づ
き
策
定
・
導
入
を
行
う
か
が
、
法
制
化
を
進

め
る
上
で
の
鍵
と
な
ろ
う
。

（
注
）

⑴　

す
べ
て
の
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ 

Ｇ
Ｂ
Ｓ
適
合
を
義
務

づ
け
る
と
、
例
え
ば
優
れ
た
環
境
技
術
を
も
つ
中
小
企
業
や
Ｅ
Ｕ
外

の
発
行
体
に
対
し
て
過
度
な
負
担
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
任
意
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
採
用
さ
れ
た
。
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